
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 
ＦＲＰ防水用ポリエステル樹脂はその主成分としてスチレ

ンモノマー（以下 SM と略す）を含有しており、施工時におけ
る臭気が問題となる場合がある。  
前報では臭気対策やＶＯＣ規制強化への対応策としてＳＭの

含有量を低減あるいは使用しない環境対応型ＦＲＰ防水用樹脂

のJASS8規格適合性について報告した。１）      
 本報ではそれら環境対応型FRP防水用樹脂の基礎的性能把握
の一環として、防水機能として重要な項目の一つである下地ひ

び割れ追従性を検討したので報告する。 
 
２．試験内容 
２．１ 試験体の作成  図-1 に示すようにﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板上に

FRP塗膜防水層を塗布した。試験体の構成および養生条件を表
－１にまとめた。試験サンプル１０種はＦＢＫ環境システム構

築委員会・材料部会にエントリーされたものである。その内容

をＳＭ含有比率別に表－２にまとめた。 
２．２ ひび割れ追従性試験２）  23℃条件下で試験体を引張
試験機に設置し速度 5 mm/minの条件で引張り、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板の
中央部に生じるひび割れに対する FRP 防水層の追従性を試験
した。 

 
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板(JISA5403)  下地亀裂位置  固定用の穴（φ10） 
  

 
 
 

 
         
 
                                  
図－１  試験体形状 ・寸法              (単位ｍｍ)  
Performance Evaluation  Test  of  Environment- 
responsive  Resin  for  FRP Waterproofing 

  Crack Resistance Test  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 表－２（試験サンプル一覧） 

ｽﾁﾚﾝ含有量 ｻﾝﾌﾟﾙ数    サンプル名 

ＳＭ非含有  ５ SM非含有①～⑤ 

SM15%以下  １ SM15%以下 

SM35%以下  ３ SM35%以下①～③ 

45%含有品  １ JASS8規格品 

 
３．結果と考察 
３．１ FRP防水層の破壊状態 
本試験で観察された破壊状態ⅠおよびⅡについて写真－1 に
示した。このうち状態Ⅱでは FRP 層の破断は生じず、FRP 層
端部まで下地から剥離した。この下地からの剥離はFRP層裏面
（下地接着面）にﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板の表面が付着しており、下地の表層

破壊を起こした状態であった。 
 （破壊状態Ⅰ）    （破壊状態Ⅱ） 
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表－１ 試験体仕様 

 FRP防水層仕様    

ﾌﾟﾗｲﾏｰ層 ｳﾚﾀﾝ系 0.15kg/㎡ 

FRP層＊ 
     

環境対応型防水

用樹脂／ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ 
2.28kg/㎡ 
#380､ 2ply 

＊ 樹脂／ガラス重量比＝７５／２５wt.% 養生条件：常温×７日  
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ＳＭ非含有樹脂について、使用樹脂の引張物性と追従性試

験時の最大点荷重、破壊時追従幅、破壊状態を表－３にまと

めた。低ＳＭ含有樹脂については同様に表－４にまとめた。 
３．２ ＳＭ非含有樹脂について 
ＳＭ非含有樹脂③および④において破壊状態Ⅰ、すなわち 
防水層の破断がみられた。また、SM非含有樹脂①および 
②においては防水層の破断はなく、現行のJASS8品（SM 
含有量45%）と同程度の最大荷重、追従幅となった。 
３．３ 低ＳＭ含有樹脂について 
低ＳＭ含有樹脂では、ＳＭ１５％以下含有樹脂とＳＭ３

５％以下含有樹脂①で防水層破断がみられた。ＳＭ３５％以  
    

 表－３ ＳＭ非含有樹脂の下地ひび割れ追従性試験結果（n=2)  

破壊状態Ⅰ：FRP防水層破断             
破壊状態Ⅱ：下地表層の破壊のみ、防水層は破断なし 
                                                    
表－４ 低ＳＭ含有樹脂の下地ひび割れ追従性試験結果 （n=2） 

破壊状態Ⅰ：FRP防水層破断  
破壊状態Ⅱ：下地表層の破壊のみ、防水層は破断なし 
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下含有樹脂②および③では防水層の破断はみられなかったが 
現行JASS8品にくらべ追従幅が小さい傾向であった。 
樹脂の引張物性との関連でみると低強度、高伸び率の樹脂で

防水層破断がみられる傾向があった（SM非含有樹脂③、SM３
５％以下含有樹脂①）。 
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※ JASS8M-101-2007規格の試験法に準拠 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ JASS8M-101-2007規格の試験法に準拠 
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項   目 単 位 

ＳＭ非

含有①

ＳＭ非

含有②

ＳＭ非

含有③

ＳＭ非

含有④

ＳＭ非

含有⑤ 

SM45%  

JASS8品 

引張強さ N/ｍｍ２ 20 11 11 11 11 28 使用樹脂の 

引張物性※ 破断時の伸び率  ％ 60 46 115 61 26 64 

最大点荷重 N 6400 5780 6070 5730 3590 7050 

破壊時追従幅 ｍｍ 4.5 4.0 0.5 2.6 3.9 4.8 

下地ひび割れ

追従性  

（ｎ＝１） 破壊状態 Ⅰ又はⅡ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 

最大点荷重 N 6100 5310 5200 5510 4640 6300 

破壊時追従幅 ｍｍ 5.0 7.0 0.7 6.7 2.0 4.5 

下地ひび割れ

追従性  

（ｎ＝２） 破壊状態 Ⅰ又はⅡ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 

  
項   目 単 位 

SM15％

以下 

SM35％

以下①

SM35％

以下②

SM35％

以下③

SM45%  

JASS8品 

引張強さ N/ｍｍ２ 19 9 15 12 28 使用樹脂の 

引張物性※ 破断時の伸び率  ％ 31 120 44 62 64 

最大点荷重 N 6390 4800 8340 5200 7050 

破壊時追従幅 ｍｍ 4.6 3.2 0.7 2.0 4.8 

下地ひび割れ

追従性  

（ｎ＝１） 破壊状態 Ⅰ又はⅡ I Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 

最大点荷重 N 5240 4400 8390 5760 6300 

破壊時追従幅 ｍｍ 4.0 3.0 1.5 2.3 4.5 

下地ひび割れ

追従性  

（ｎ＝２） 破壊状態 Ⅰ又はⅡ I Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 


